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村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

モンベルリュックサック贈呈式／2026年9月11日

　 トピックス 株式会社モンベルのリュックサック贈呈式 ほか
    健康支援センターだより インフルエンザ及び新型コロナ感染症定期予防接種の助成 ほか
	 むらの事件簿 全道秋の火災予防運動実施 ほか
	 お知らせ伝言板 保健福祉課の窓口が役場庁舎に移転します ほか
	 スポーツニュース 各種大会結果
	 赤井川村写真館・編集後記
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2� 広報あかいがわ　2026.10.1

　郷土資料館にてナイトミュージアムを開催しました。
　普段は昼間にしか開館しない郷土資料館ですが、夜間に開館す
るということで子どもからお年寄りまで40人以上の方が集まりました。
　菊地義一氏による農機具などのお話で、当時の様子を聞いた参
加者からは驚きの声が聞こえてきました。中々当時のお話を聞く機
会がない中で、貴重な時間になったと思います。
　その後、今年もフィールドワークで来村していた明治大学の大学
院生が特別展として、これまで赤井川村で活動してきたことを掲載
した本の展示や、地域農業者から農業に対する意見交換などが行
われました。

ナイトミュージアム
2026.8.17　郷土資料館

　赤井川村はオープン株式会社及び株式会社シグナルとの連携協
定式を執り行いました。
　協定は三者が相互の強みを活かしつつ、赤井川村の地域活性化、
行政DXの推進及びDXを担う人材の育成を一体的に推進すること
により、本村の行政運営の質的向上及び住民の利便性の向上に寄
与することを目的に下記項目について連携していきます。
〇行政事務における業務可視化及び業務改善（BPR）の推進に関
　すること
〇行政DX及びデジタル技術の導入、運用定着並びに高度化に関
　すること。
〇DXを担う職員の人材育成及び組織風土の醸成に関すること。
〇住民サービスの向上に資するデジタル施策の企画及び立案に関
　すること。
〇地域課題の解決に資する先進的な官民連携モデルの研究および
　情報発信に関すること。

オープン株式会社、株式会社シグナルと連携協定締結
2026.8.25　赤井川村役場

　村内の一般住民と赤井川中学校２年生を対象とした、村内視察
研修を行いました。
　今年は、郷土資料館、北後志消防組合赤井川支署、轟鉱山地
区、道の駅あかいがわ「馬鉄の像」、YU-KIRORO、落合ダム、北
海道新幹線架橋工事現場見学のほか、村内各所に残る史蹟（赤井
川農業合同会社跡等）を巡ってきました。
　参加者は、村長や教育長の解説に見識を新たにしながら、普段
行くことのない史跡、村内各施設、事業の進捗状況等を研修し、「ふ
るさと赤井川」を再認識していました。

住民視察研修会
2026.8.26　赤井川村内
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3 広報あかいがわ　2026.10.1

　赤井川村と一般社団法人後志スポーツ＆カルチャークラブが「赤
井川村の地域創生に関する協定」の調印式を執り行いました。本
協定により、両者は赤井川村と一般社団法人後志スポーツ＆カル
チャークラブが緊密に連携し、それぞれが持つ資源を有効に活用
することで、赤井川村の地域活性化と持続可能な村づくりに貢献す
ることを目的とし、下記の内容について相互の連携を強化していき
ます。
①スポーツや各種イベントを通じた地域振興子どもたちへのサッカー
　教室の開催。
②地域経済を担う人材の育成や確保クラブのネットワークや所属選
　手・スタッフの力を活かし、村の産業や経済を支える人材の育成・
　確保に協力。
③移住および定住支援「スポーツをしながら地域で働く」という新
　しいライフスタイルを提示し、若者を中心とした村への移住・定
　住を促進。
④赤井川村の情報発信クラブの情報発信力を活かし、赤井川村の
　豊かな自然、観光、特産品などの魅力を広く内外へPR。
　このように元気に暮らせる村づくりを共に目指すものでありますの
で、温かいご支援をよろしくお願いいたします。

一般社団法人後志スポーツ＆カルチャークラブと連携協定締結
2026.8.26　赤井川村役場

　赤井川村は北海道科学大学と、地域社会の発展と人材育成及び
学術の振興に寄与することを目的として包括連携協定を締結し、そ
の締結式を赤井川村役場で執り行いました。
　締結式では馬場村長、北海道科学大学川上敬学長が協定書に
署名しました。
　今後は以下４つの重点分野において相互に連携し協力を進めて
いきます。
〇地域課題の解決に関すること
〇人材育成に関すること
〇教育・学術に関すること
〇地域経済の振興に関すること

北海道科学大学と包括連携協定締結
2026.8.31　赤井川村役場

　赤井川小学校にて巡回小劇場を開催しました。　演劇や音楽、
古典芸能などを身近に感じてもらおうと毎年行っている事業です。
　今年は演劇で、北海道を基点に学校公演を行っている「劇団さっ
ぽろ」の皆さんに「あらしのよるに」を公演していただきました。「あ
らしのよるに」は、本来は敵同士のオオカミとヤギが、嵐の夜に出
会い、さまざまな困難を乗り越えながら友情をはぐくんでいく物語
です。
　子供たちには、プロの役者が目の前で演じることで、実際に目で
見て、耳で聞いて感じられる、話し方、間の取り方、声の大きさ、表情、
体の動かし方など「表現すること」を学んでもらえたのではないかと
思います。
　劇団さっぽろの皆さん、本当にありがとうございました。来年度
の巡回小劇場は「古典芸能」です。

巡回小劇場
2026.9.9　赤井川小学校

Topics
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4� 広報あかいがわ　2026.10.1

　赤井川村敬老会が生活改善センターで開催しました。77歳以上
の招待者と来賓を合わせて86名が出席し、式典では村長から代表
の方に敬老年金の目録が渡され、88歳の米寿の参加者3名に記念
品が贈呈されました。
　また、村内最高齢であり9月現在満100歳である渡辺秋惠様へ村
からの敬老特別報償金の目録が馬場村長より贈呈されました。
　祝宴では、保育所の子ども達の元気あふれる歌や遊戯、赤井川
舞踊愛好会による舞踊をアトラクションとして披露していただきまし
た。
　久しぶりにお会いできた方もいたようで、祝宴中は楽しくお話もで
きたようです。参加された皆さん来年も元気に参加してくださいね。

敬老会
2026.9.10　生活改善センター

　赤井川村と包括協定締結している株式会社モンベルのリュック
サックを令和９年度に赤井川小学校入学する児童にプレゼントする
ため、贈呈式を開催しました。
　令和９年度に赤井川小学校に入学する児童３名は、自身でリュッ
クサックの色を選んでおり、これを手にする今日を待ちわびていた
ようでした。
　式では馬場村長から「赤色・黒色・茶色」のリュックサックを受
け取り、皆さん大変喜んでいました。
　この事業は今回で２回目となり、令和10年度以降も継続して実施
していきますので赤井川小学校に入学予定の皆さんは楽しみにして
いて下さい。

株式会社モンベルのリュックサック贈呈
2026.9.11　赤井川村役場

　カルデラ公園にて地域創生モーターショーが開催されました。
　当イベントは、買い物とイベントで地方の経済を元気づけることを
目的に実施されており、道内３箇所で実施し、赤井川村が今年最
後の開催地となりました。
　当日はレーシングカーやラッピングカーなど様々なカスタムカーが
展示されたほか、イベントやバイク関連グッズの販売、キッチンカー
の出店、FMラジオの中継放送、シンガーソングライターのライブな
どが行われ、会場が盛り上がりました。
　地域のにぎわい創出につながるイベントとして、多くの来場者が
車や音楽、飲食を楽しむ一日となりました。

地域創生モーターショー
2026.9.13　カルデラ公園

Topics
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5 広報あかいがわ　2026.10.1

　すっかり秋も深まり、朝晩は冷え込む季節となりまし
た。気温が下がると血圧が上がりやすくなるため、この
機会に普段の血圧を確認してみましょう。
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さ
れ
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6広報あかいがわ　2026.10.1

　

２
０
２
６
年
度
全
国
統
一
防

火
標
語

火
の
確
認いい

日
を
支
え
るいい

週
間

　

10
月
15
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
増

し
に
朝
夕
の
寒
さ
が
厳
し
く
な

り
、
採
暖
の
季
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を
迎
え
ま
し

た
。
暖
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器
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用
す
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に
よ
っ
て
、
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る
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ズ
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。
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ま
し
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落
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。
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す
。

　

北
海
道
内
に
お
け
る
過
去
５

年
間
の
時
間
帯
別
死
亡
・
重
傷

事
故
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、

16
時
か
ら
18
時
の
時
間
帯
で
最

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

薄
暮
時
や
夜
間
で
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
車
を
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
視
界
を
確

保
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
車

を
目
立
た
せ
、
他
の
車
な
ど

か
ら
見
落
と
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
の

で
、
薄
暮
時
は
早
め
に
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

○
商
店
街
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
付
近
な
ど
の
道
路
に

注
意

薄
暮
時
間
帯
は
、
夕
食
の
買

い
物
な
ど
で
、
商
店
街
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
付
近

の
道
路
で
は
、
人
通
り
が
多

く
な
る
の
で
、
横
断
歩
行
者

が
い
な
い
か
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

○
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
上
向
き（
ハ

イ
ビ
ー
ム
）
が
基
本

下
向
き
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の

照
射
範
囲
は
40
メ
ー
ト
ル
で

す
が
、
上
向
き
に
す
る
と
１
０
０

メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
2.5
倍
も
遠

く
ま
で
照
射
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
そ
れ
だ
け
早
く
歩
行

者
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
可
能
な
限
り
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
し
て
走
行

し
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
歩
道
の
歩
行
者
を
見
落

と
さ
な
い

昼
間
と
比
べ
る
と
、
薄
暮
時

間
や
夜
間
で
は
横
断
歩
行
者

の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、
横
断
歩
道

に
近
づ
い
た
と
き
は
、
減
速

し
て
歩
行
者
が
い
な
い
か
し

っ
か
り
と
確
認
し
て
、
横
断

歩
行
者
が
い
る
と
き
は
必
ず

一
時
停
止
を
し
て
歩
行
者
を

優
先
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

10
月
９
日（
金
）
15
時
30
分

　

10
月
23
日（
金
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

10
月
23
日（
金
）
13
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習（
２
時
間
）

10
月
９
日（
金
）
13
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※
余
市
警
察
署
で
免
許
更
新
を
行

う
場
合
、
新
免
許
証
は
約
40
日

後
に
警
察
署
で
の
交
付
と
な
り

①
更
新
手
続
き
（
視
力
検
査
、

書
類
作
成
、手
数
料
の
納
付
）

②
更
新
時
講
習
受
講

③
新
免
許
証
の
交
付

の
順
番
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

※
免
許
証
の
有
効
期
限
内
に
更

新
手
続
き
と
講
習
の
受
講
が

終
了
し
て
い
な
い
場
合
、
免

許
は
失
効
し
ま
す
。

※
講
習
会
場
設
営
準
備
な
ど
受

講
人
数
の
把
握
の
た
め
受
講

希
望
日
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、

お
手
元
に
届
い
た
運
転
免
許

証
更
新
連
絡
書
の
内
容
を
確

認
し
、
ご
不
明
な
点
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

余
市
警
察
署
交
通
課

℡
０
１
３
５

－

２
２

－

０
１
１
０

全
道
秋
の
火
災

予
防
運
動
実
施
余
市
警
察
署
だ
よ
り

薄
暮
時
間
帯
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

高齢者がいなくなったことに気づいたら
すぐに余市警察署へご連絡ください。
　「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてく
ださい。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

保健福祉課の窓口が役場庁舎に移転します
　現在、健康支援センターで業務を行っている「保健福祉課」は、令和８年１０月１３日（火）から役場庁舎へ
移転します。

■移転日
　令和８年１０月１３日（火）
■移転先
　役場庁舎１階 保健福祉課（正面玄関を入って左側、元の教育委員会執務室）
　※教育委員会は隣に移ります
■主な業務
　保健・医療・福祉サービスの相談・申請、高齢者福祉、障がい福祉、子育て支援、健康相談等
■お問い合わせ
　保健福祉課　Tel　35-2050（直通）
　総務課　　　Tel　34-6211

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中

退
共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
の

事
業
主
が
、
従
業
員
の
退
職
金

を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。
国
か
ら
有

利
な
掛
金
助
成
や
、
税
法
上
の

優
遇
も
受
け
ら
れ
手
数
料
も
か

か
り
ま
せ
ん
。
家
族
従
業
員
や

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き

ま
す
。

※
一
部
対
象
外
あ
り
。
詳
し
く

　

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
退
共
本
部

　

℡
０
３

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

【
防
衛
大
学
校
（
一
般
）】

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

■
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
水
）～
10
月
15
日（
木
）

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
身

　

体
検
査
等

【
一
般
曹
候
補
生
、２
等
陸
・
海
・
空
士
】

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
試
験
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

【
高
等
工
科
学
校
】

■
応
募
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

■
受
付
期
間

・
推
薦　

　
10
月
１
日（
木
）～
11
月
27
日（
金
）

・
一
般

　

10
月
１
日
（
木
）～

　

令
和
９
年
１
月
14
日
（
木
）

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
身

　

体
検
査
等

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て

は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

２
２

－

４

　

樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

※
土
日
祝
日
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
自
衛
官
等
募
集

中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）制
度
の
ご
案
内
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お知らせ伝言板INFORMATION

■
開
催
月
日
／
８
月
28
日

■
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
変

　

更
に
つ
い
て

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

　

国
土
利
用
計
画
法
に
規
定
す

る
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
と
き
は
、
契
約
（
予

約
を
含
む
）締
結
日
か
ら 

２
週

間
以
内
に
、
譲
受
人
（
権
利
取

得
者
）は
土
地
の
利
用
目
的
及

び
取
引
価
格
等
を
土
地
の
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
書
類

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し

　

た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の

　

地
形
図

・
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

　

を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
千

　

分
の
１
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し

　

た
縮
尺
２
千
５
百
分
の
１
以

　

上
の
図
面

・
委
任
状
（
※
代
理
人
が
届
出

　

す
る
場
合
）

・
そ
の
他
審
査
の
た
め
に
必
要

　

な
書
類

■
届
出
部
数

　

届
出
部
数 

各
３
部
（
添
付
書

　

類
含
む
）

■
留
意
事
項

　
「
一
定
面
積
以
上
」
と
は
、
市

街
化
区
域
：
２
，
０
０
０
m²
以

上
、
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市

計
画
区
域
：
５
，
０
０
０
m²
以

上
、
都
市
計
画
以
外
の
区
域
：

１
０
，
０
０
０
m²
以
上
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
取
得
す
る
面
積

の
合
計
が
一
定
面
積
以
上
と
な

る
一
団
の
土
地
の
一
部
を
取
得

す
る
場
合
に
も
、
届
出
が
必
要

で
す
。

　

対
象
と
な
る
土
地
取
引
は
、

所
有
権
、
地
上
権
、
賃
借
権
、

又
は
こ
れ
ら
の
権
利
の
取
得
を

目
的
と
す
る
権
利
の
移
転
又
は

設
定
に
つ
い
て
、
対
価
を
も
っ

て
契
約
す
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

　
【
例
】
売
買
（
共
有
持
分
の
譲

渡
、
営
業
譲
渡
等
）、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
、
代
物
弁
済
予
約
、

交
換
、
形
成
権
の
譲
渡
（
予
約

完
結
権
の
譲
渡
、
買
戻
権
の
譲

渡
等
）、
現
物
出
資
、
信
託
受
益

権
の
譲
渡
、
地
位
譲
渡
、
第
三

者
の
た
め
に
す
る
契
約
、
停
止

条
件
付
き
契
約
当
事
者
の
一
方

又
は
双
方
が
、
国
・
地
方
公
共

団
体
・
そ
の
他
の
政
令
で
定
め

る
法
人
で
あ
る
場
合
や
、
滞
納

処
分
等
の
競
売
、
農
地
法
の
第

３
条
第 1 

項
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
を
要
す
る
場
合
な
ど
、
国

土
利
用
計
画
法
の
適
用
除
外
規

定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
届
出

不
要
と
な
り
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
な
場
合
で
、
届

出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、６
ヶ

月
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
届
出
期
限
が

過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届
出
書
の

提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課
産
業
係

　

℡
４
８

－

６
２
７
６

　

北
海
道
で
は
、
豊
か
な
水
資

源
の
恵
み
を
将
来
の
世
代
に
お

い
て
も
享
受
で
き
る
よ
う
、
全

国
に
さ
き
が
け
て
「
北
海
道
水

資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
条
例
に

基
づ
き
指
定
さ
れ
た
水
資
源
保

全
地
域
で
土
地
取
引
を
行
う
場

合
は
、
契
約
締
結
３
ヵ
月
前
ま

で
に
、
そ
の
土
地
を
所
管
す
る

総
合
振
興
局
・
振
興
局
な
ど
に

届
出
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
総
合
政
策
部
計
画
局

　

土
地
水
対
策
課
水
資
源
保
全

　

係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
１
７
８

　

こ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

〇
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て

　

い
て
通
行
に
支
障
が
あ
る

〇
道
路
の
案
内
標
識
が
わ
か
り

　

に
く
い

〇
登
記
や
年
金
に
つ
い
て
聞
き

　

た
い
こ
と
が
あ
る

〇
ど
こ
の
部
署
に
相
談
し
た
ら

　

よ
い
か
分
か
ら
な
い

　

行
政
相
談
員
は
、
あ
な
た
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す
。

■
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の

　

皆
様
か
ら
の
行
政
に
対
す
る

　

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
等

　

を
お
聞
き
し
ま
す
。
相
談
は

　

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

　

す
。

■
開
設
日
時

　

10
月
19
日
（
月
）

　

10
時
～
15
時

■
開
設
場
所

　

赤
井
川
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

　

相
談
は
、
行
政
相
談
所
以
外

で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

役
場
の
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ご
意
見
・
ご
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

当
村
の
行
政
相
談
員
は
、
伊

藤
幸
夫
さ
ん　

字
赤
井
川
（
１

町
内
）
で
す
。

　

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
函
館
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

（
℡
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
）

ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！最

低
賃
金
。

　

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
の

最
低
賃
金
は
１
，
１
３
１
円

　

北
海
道
内
の
事
業
所
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
（
会
社

員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

方
、
学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す
べ

て
の
人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
２
回

行
政
相
談
月
間
で
す

水
資
源
保
全
地
域
内
の

土
地
取
引
行
為
に
は
事

前
届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
の
届
出

北
海
道
最
低
賃
金
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9 広報あかいがわ　2026.10.1

お知らせ伝言板INFORMATION

年　金　だ　よ　り

　簡単な手続きを一度すると、以降は自動的に口座振替が継続
されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で月々納付の場合は、当月分の保険料を翌月末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に納めることになっています。当月分の保険料をその月に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　納める「早割制度」を申し込むと、１月あたり50円（年間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600円）の割引になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早割制度を申し込むと、最初の２ヶ月分をまとめて納め、
　　　まずは申し込みをする金融機関を決め、手続きに必要な　　　以後は当月分の保険料を納めていただくことになります。
ものを準備します。
■口座振替の　　■手続きに必要なもの
　できるところ　〇国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書
〇銀行　　　　　　（金融機関にもあります）
〇郵便局　　　　〇預(貯)金通帳
〇農協　〇漁協　〇通帳届出印
〇信用組合　　　〇保険料納付書
〇信用金庫　　　　（年金手帳など基礎年金番号のわかるものでも可）
〇労働金庫

　　　国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書をお持ちの
人はあらかじめ書いておくこともできます。お持ちでない方は
金融機関で必要事項をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で６ヶ月分や1年分、2年分などの保険料を前納
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると、前納の割引と口座振替の早割制度がどちらも適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になり、もっともお得な納付方法となります。

　　　口座振替の開始は申込みの１～２ケ月後となります。　　　　※詳しくは小樽年金事務所（℡0134-65-5003）までお問
開始前の月分の保険料は納付書で納めてください。　　　　　　　　　い合わせください。

必要なものを準備します

※現在口座振替で納付している人が早割制度をご希望の場　
合は改めて申し込みが必要です。

手続きの手順

ちょっとお得な「早割制度」

前納制度を利用すればさらにお得

手続き完了！

お得な早割制度が
登場！

国民年金の口座振替
手続きは簡単です

1

2

3

書類を窓口に提出します

保険料が口座から引き落とされます

４月 ６月 ７月５月
通常の納付

毎月前納を
始める場合

３月分を納付　４月分を納付　５月分を納付

↑↑↑

↑ ↑↑

３・４月分を　５月分を納付　６月分を納付
納付

　申し込みに締切について　　　　　　　　　　　　前納による口座振替を申し込んだ方へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替日について

★口座振替のお申込にあたっての注意★

　前納による口座振替をお申し込みの場合、引き落とし月ま
での保険料は、手続きが済み次第、毎月納付の口座振替とな
ります。

　口座引き落
としの前々月
末までにお申
し込みくださ
い。

　口座振替の引き落としは月末です。ただし、月末が休日の
場合は、毎月納付は翌営業日、前納は直前の営業日となります。

２月
４月から毎月納付する場合例

３月 ５月４月

例 ４～９月分の６ヶ月分、または１年分、２年分を前納する場合

３月２月 ４月～９月または、翌年、翌々年３月

口座振替
開始

前納額を
引き落とし

２月末日まで
に申し込み

２月末日まで
に申し込み

第
44
回
岩
内
オ
ー
プ
ン
卓
球
選

手
権
大
会

と　

き　

８
月
30
日
（
日
）

と
こ
ろ　

岩
内
中
央
学
園
体
育

　
　
　
　

館

成　

績

【
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
３
位　

中
村　
　

信

【
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
３
位　

中
村　
　

信

　
　
　
　

菱
沼　

賢
一

■
日
時

　

10
月
21
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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10� 広報あかいがわ　2026.10.1

お知らせ伝言板INFORMATION

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

8.18 0.036 晴れ
8.21 0.037 晴れ
8.25 0.059 晴れ
8.28 0.036 雨
9.1 0.036 くもり
9.4 0.033 くもり
9.8 0.035 くもり
9.11 0.035 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

期
間
の
前
半
は
、
天
気
は
数

日
の
周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

期
間
の
後
半
は
、
平
年
と
同
様

に
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い
で
し

ょ
う
。

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

10
月
の
気
象
情
報

　私事にはなりますが、4月に地域おこし協力隊として着任し、10月で半年が経ちます。
　移住してから半年、地域の方々に支えてもらい、山に囲まれた村のパワーを子どもたちと感じながら暮らし
ています。
　現在、午前は保育所、午後はむらっこはうすで働いています。
　さて、そのむらっこはうすでここ数か月みんなが継続的にはまっている遊
びの一つに、「けずっこ」というものがあります。
　「けずっこ」とは、垂木や乾かした枝や丸太を自分の好きなサイズに切り、
紙やすりを使って削っていき、触り心地のいい木を作るという遊びです。
　最初はただ私が好きだという理由でやり始めた遊びでしたが、子どもた
ちはやっている子を見ては興味を持ち「自分もやる！」と私のところへ木を
もらいに来るようになり、今では高級家具店にも引けを取らないほど触り
心地のいい木を作る子もいます。
　遠くから見ると一人で黙々する作業のように見えるのですが、子どもたち
はそうではなく、お互いの木を触りあっては、お互いのいい点や頑張る箇所
を教えあったりしながら、一つのチームプレイのような姿を見せてくれます。
　できた木たちの行方は子どもたちに任せていますが、ストラップやネック
レスなどにしてわが子のように大事にする子が多いです。
　これからも私は、いろいろな遊びや楽しいことを駆使して、子どもたち
が「楽しい」と思ってもらえるように頑張っていきたいと思っていますので、
これからも見守っていただけたらと思っています。

地域おこし協力隊活動報告日誌
　No.41　地域おこし協力隊　畑嶋　胡徹
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お知らせ伝言板INFORMATION

　

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〈
８
月
15
日
～
９
月
14
日
〉

（
８
月
）

17
日
◇
岸
ま
き
こ
参
議
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

18
日
◇
余
市
町
長
選
挙
出
陣
式

　
　
　

／
余
市
町

　
　

◇
明
治
大
学
藤
本
ゼ
ミ
学

　
　
　

生
懇
親
会
／
字
赤
井
川

19
日
◇
明
治
大
学
大
学
院
生
意

　
　
　

見
交
換
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
新
規
採
用
職
員
基
礎
研

　
　
　

修
講
師
／
蘭
越
町

　
　

◇
令
和
８
年
度
自
衛
隊
協

　
　
　

力
会
後
志
隊
区
連
合
会

　
　
　

定
期
総
会
・
懇
親
会
／

　
　
　

倶
知
安
町

20
日
◇
各
種
事
業
等
議
会
説
明

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

21
日
◇
後
志
イ
ン
テ
ル
代
表
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

23
日
◇
共
和
町
か
か
し
祭
り
／

　
　
　

共
和
町

24
日
◇
北
後
志
衛
生
施
設
組
合
・

　
　
　

北
後
志
消
防
組
合
町
村

　
　
　

会
議
／
余
市
町

　
　

◇
泊
発
電
所
の
安
全
協
定

　
　
　

に
関
す
る
連
絡
会
／
倶

　
　
　

知
安
町

25
日
◇
イ
デ
ラ
山
田
氏
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
オ
ー
プ
ン
株
式
会
社
・

　
　
　

株
式
会
社
シ
グ
ナ
ル
連

　
　
　

携
協
定
締
結
／
字
赤
井

　
　
　

川

26
日
◇
村
内
視
察
研
修
／
赤
井

　
　
　

川
村
内

　
　

◇
一
般
社
団
法
人
後
志
ス

　
　
　

ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　

ク
ラ
ブ
調
印
式
／
字
赤

　
　
　

井
川

29
日
◇
美
し
い
村
連
合
北
海
道

　
　
　

連
携
会
議
P
R
事
業
／

　
　
　

北
広
島
市

30
日
◇
ル
ス
ツ
産
業
ま
つ
り
／

　
　
　

留
寿
都
村

31
日
◇
北
海
道
科
学
大
学
包
括

　
　
　

連
携
協
定
締
結
式
／
字

　
　
　

赤
井
川

（
９
月
）

１
日
◇
札
幌
気
象
業
務
１
５
０

　
　
　

周
年
記
念
式
典
／
札
幌

　
　
　

市

２
日
◇
赤
井
川
小
学
校
プ
ロ
グ

　
　
　

ラ
ミ
ン
グ
授
業
参
観
／

　
　
　

字
赤
井
川

３
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
通
夜
出
席
／
倶
知
安
町

４
日
◇
北
海
道
電
力
立
地
室
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

６
日
◇
真
狩
ほ
く
ほ
く
祭
り
／

　
　
　

真
狩
村

７
日
◇
辞
令
交
付
／
字
赤
井
川

９
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
連
合
長
選

　
　
　

挙
／
小
樽
市

　
　

◇
地
域
公
共
交
通
懇
談
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

10
日
◇
敬
老
会
／
字
赤
井
川

11
日
◇
モ
ン
ベ
ル
リ
ュ
ッ
ク
サ

　
　
　

ッ
ク
贈
呈
式
／
字
赤
井

　
　
　

川

12
日
◇
余
市
基
地
開
庁
55
周
年

　
　
　

記
念
式
典
・
祝
賀
会
／

　
　
　

余
市
町

13
日
◇
地
域
創
生
モ
ー
タ
ー
シ

　
　
　

ョ
ー
／
字
赤
井
川

14
日
◇
農
林
水
産
大
臣
時
局
講

　
　
　

演
・
意
見
交
換
会
／
俱

　
　
　
知
安
町

　

令
和
８
年
度
北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
を
次
の
通
り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

訓
練
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
９
月
15
日
の
区
会
回
覧

で
配
布
し
て
い
る
、
北
海
道
原

子
力
防
災
訓
練
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　

11
月
６
日
（
金
）～

　

11
月
８
日
（
日
）
予
定

■
実
施
対
象

　

泊
発
電
所
周
辺
13
町
村
及
び

　

北
海
道

■
実
施
内
容

◇
災
害
対
策
本
部

◇
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ

　

Ｆ
Ｃ
）
運
営
訓
練

◇
広
報
訓
練

◇
緊
急
時
通
信
訓
練

◇
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

　

リ
ン
グ
訓
練

◇
住
民
避
難
訓
練　

な
ど

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９１０ ２４９ １，１５９ －５

男 ４６４ １５１ ６１５ ３

女 ４４６ ９８ ５４４ －８

世帯数 ５０１ ２４２ ７４６ －３

※令和８年８月３１日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、モンベルリュックサッ
ク贈呈式からの一枚。
　令和９年度に小学校へ入学する子ども
たちにモンベルのリュックサックを贈呈し
ました。
　受け取った子どもたちは大喜び。リュッ
クサックを背負いながら通学する姿を楽
しみにしています！

住
民
の
ま
ど

村
長
の
う
ご
き

北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■９月中旬、夜の気温も10℃程度の日もありかなり冷え込んだ日がありま
したね。北海道の短い夏も終わりいよいよ秋が到来。気が付けば雪が降り
始めていそうです。
　今年の夏は暑い日がそんなに多くはなかった感じがして、例年より短く
感じました。夏らしいことをあまりできていないことが心残りです。。。
　さて、秋も近づき衣替えのシーズンですね。今年は早めに衣替えをする
必要がありそうです。（古渡）

【発行情報】広報あかいがわ2026年10月号（№737）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地2
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

赤井川村公式LINE

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～

ナイトミュージアム
撮影：総務課企画地域振興係　場所：郷土資料館　撮影日：2026年8月17日
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